
9　計算のきまり 　　がつ　　にち なまえ

こたえ 式を読もう 標 準 ④
ひょうじゅん

1 ●の数を、いろいろな考え方でもとめました。図に合う式を線でむすぶか

わりに、式の記号を書きましょう。

ア　5×5−2×2　　イ　5×3＋3×2　　ウ　3×5＋2×3

全体の正方形から、ない部分をひく ア

上の3だんと、下の2だんに分ける イ

左の3列と、右の2列に分ける ウ

●の数は 21 こ

2 ●の数をもとめる式を2通り書いて、答えをもとめましょう。

式 6×2＋2×2

式 6×4−4×2

●の数は 16 こ

（式は一れい。2×4＋4×2 などもよい）

3 1辺に●が6こずつならんだ正方形の形（中はからっぽ）があります。●

は全部で何こですか。式も書きましょう。

式 （6−1）×4

●の数は 20 こ

おうちの方へ

同じ図でも、分け方によっていろいろな式に表せます。式を見ると、

どのように考えたかがわかります。

②：6×2＋2×2＝16、6×4−4×2＝16。③：1辺の6こから角の1こを

のぞいた5こが4組で20こ（6×4−4でもよい）。
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